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飾ってみませんか？
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　選挙年齢が18歳以上に引き下げられて今年で丸10年。この間、補選を除く国政選挙は
8回を数えます。福岡県内では昨年の参院選で18、19歳の投票率が前回比で約10ポイント
増えたそうです。各党が交流サイト(SNS)での発信を強めたことが一因との見方もあります。
　選挙は、私たち一人ひとりの声を市政に届ける大切な機会です。子ども達や高齢者の安全、
暮らしの安心、地域のつながりなど、身近な課題は投票によって未来へ反映されます。
住みよいまちであり続けるためには、候補者の考えに耳を傾け、自分の意思で判断すること
が重要です。一票に思いを託す行動が、地域の未来を支える力となります。
まちの未来のために投票へ行きましょう。　　　　　　　　　　　　　　   （中村真一）
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みなさんからいただいた作品をそのまま紹介します。
今回は11月～12月に募集した作品です。

●募集作品
　・俳句　・川柳　・短歌　・写真　・イラスト など
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、
　議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または
　直接窓口へ　〒816－8510 大野城市曙町二丁目２番１号
　　　　　　　　　　　　　℡．580－1938

●注意事項
　・未発表のものに限ります（新カナ、旧カナは問いません。）
　・人物の写真については、掲載の了解を得てください。
　・提出された作品は、返却しません。　
　・ペンネームでも可とします。
　・応募多数の場合は広報委員会で厳選して決定します。あらかじめご了承ください。

作品掲載希望者募集
応募締切
5月15日号
掲載は
3月13日
まで

小・中学生からの応募もお待ちしております
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歌
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議会報告
会を開催しました
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大野城市重度障がい者医療費の支給に関する条例及び大野城市障がい者支援
センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
筑紫地区介護認定審査会事業特別会計条例を廃止する条例の制定について

大野城市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市道路条例等の一部を改正する条例の制定について

大野城市高架下周辺施設の設置及び管理に関する条例の制定について

指定管理者の指定について（大野城まどかぴあ）

財産の取得について（避難所用備蓄品購入）

令和７年度大野城市一般会計補正予算（第７号）について

令和７年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

令和７年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

令和７年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

令和７年度大野城市水道事業会計補正予算（第２号）について

令和７年度大野城市下水道事業会計補正予算（第２号）について
大野城市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
大野城市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
大野城市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

財産の取得について（災害用備蓄品購入）

令和７年度大野城市一般会計補正予算（第８号）について

令和７年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

令和７年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第３号）について

令和７年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について

令和７年度大野城市水道事業会計補正予算（第３号）について

令和７年度大野城市下水道事業会計補正予算（第３号）について
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書の提出を求
める請願書
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の提出を求める
請願書
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書の提出について

最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書の提出について

議決結果件　　名議案番号 付託委員会
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議決月日

賛否の分かれた議案

（○：賛成、●：反対、退：退席、－：議長は表決に加わらないため）

会派名 未来フォーラム 自民御笠自民大野城 公明党 自民まどか市民クラブ

議員氏名
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二
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● ○○ ○ ○ ● ○ ○○ ○○○○● － ○ ●○○○

第91号議案 ○ ○○ ○ ○ ○ ● ○○ ○○○○○ － ○ ○○○○

第92号議案 ○ ○○ ○ ○ ○ ● ○○ ○○○○○ － ○ ○○○○

賛成多数可決
（賛成15・反対4）

賛成多数可決
（賛成18・反対1）
賛成多数可決

（賛成18・反対1）

令和７年第６回12月定例会　審議結果

次回開催予定 令和８年３月定例会（予定）

２月19日（木）10：00～
３月 ２日（月） 9：30～

13：30～
３日（火）10：00～

13：30～
４（水）～９日（月） 9：00～

11日（水）～12日（木） 9：30～
18日（水）10：00～

本会議　提案理由説明
本会議　代表質問・質疑・付託
総務政策委員会
福祉教育委員会
都市経済委員会
予算委員会　※令和８年度当初予算審査
本会議　一般質問
本会議　報告・討論・採決

― 陳 情 関 係 ― （全議員に写しを配布）
陳情第６号 予防接種後副反応疑い報告書（写し）の接種者本人等に送付することに関する陳情書

陳情第７号 シルバー人材センター事業の推進について（お願い）

陳情第８号 学校教材備品の計画的な整備推進についてのお願い

陳情第９号 大野城市立中学校における全員制給食実施に際しての陳情書

議会の動き
議会運営協議会
広報委員会
福岡都市圏議長会視察研修会
（岡山県）
臨時会
予算委員会
全員協議会
議員研修会
広報委員会
今後の学校給食のあり方に関する
調査特別委員会
会派代表者会議
議会運営委員会

1月13日

15日～16日

20日

28日

2月 5日
12日

議会運営委員会
本会議（１日目）
全員協議会
広報委員会
本会議（２日目）
今後の学校給食のあり方に関する
調査特別委員会
総務政策委員会
福祉教育委員会
都市経済委員会
予算委員会
本会議（３日目）
本会議（４日目）
議会運営委員会
本会議（５日目）
総務政策委員会
予算委員会
全員協議会
今後の学校給食のあり方に関する
調査特別委員会

11月21日
12月 １日

４日

５日

８日
９日
11日
12日
17日

大野城市のスポーツ推進計画について
（１月15日　鹿児島県日置市）

あんしんまどか（高齢者ICT見守り）事業について
（１月21日　埼玉県狭山市）

令和7年12月定例会を12月1日（月）から12月17日（水）まで開催
28の案件を審議し、全ての案件を可決、採択しました。 
審議結果の採決の模様は大野城市議会ホームページ「令和７年第６回12月定例会」
（右の二次元コード）から映像を見ることができます。 
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大野城市重度障がい者医療費の支給に関する条例及び大野城市障がい者支援
センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について
筑紫地区介護認定審査会事業特別会計条例を廃止する条例の制定について

大野城市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市火入れに関する条例の一部を改正する条例の制定について

大野城市道路条例等の一部を改正する条例の制定について

大野城市高架下周辺施設の設置及び管理に関する条例の制定について

指定管理者の指定について（大野城まどかぴあ）

財産の取得について（避難所用備蓄品購入）

令和７年度大野城市一般会計補正予算（第７号）について

令和７年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

令和７年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

令和７年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

令和７年度大野城市水道事業会計補正予算（第２号）について

令和７年度大野城市下水道事業会計補正予算（第２号）について
大野城市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について
大野城市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について
大野城市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

財産の取得について（災害用備蓄品購入）

令和７年度大野城市一般会計補正予算（第８号）について

令和７年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について

令和７年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第３号）について

令和７年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について

令和７年度大野城市水道事業会計補正予算（第３号）について

令和７年度大野城市下水道事業会計補正予算（第３号）について
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書の提出を求
める請願書
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の提出を求める
請願書
女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書の提出について

最低賃金法の改正と中小企業支援策の拡充を求める意見書の提出について

議決結果件　　名議案番号 付託委員会
R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

R7.12.17

議決月日

賛否の分かれた議案

（○：賛成、●：反対、退：退席、－：議長は表決に加わらないため）

会派名 未来フォーラム 自民御笠自民大野城 公明党 自民まどか市民クラブ

議員氏名

第83号議案

松
田

美
由
紀

中
村

慎
一
朗

中
村

真
一

関
井

利
夫

井
福

大
昌

森
　
　和
也

福
澤

信
光

松
﨑

正
和

河
野

敏
生

永
利

恭
子

松
﨑

百
合
子

神
田

徳
良

河
村

康
之

井
上

正
則

大
塚

み
ど
り

原
田

真
光

岡
部

か
お
り

平
田

不
二
香

平
井

信
太
郎

山
上

高
昭

● ○○ ○ ○ ● ○ ○○ ○○○○● － ○ ●○○○

第91号議案 ○ ○○ ○ ○ ○ ● ○○ ○○○○○ － ○ ○○○○

第92号議案 ○ ○○ ○ ○ ○ ● ○○ ○○○○○ － ○ ○○○○

賛成多数可決
（賛成15・反対4）

賛成多数可決
（賛成18・反対1）
賛成多数可決

（賛成18・反対1）

令和７年第６回12月定例会　審議結果

次回開催予定 令和８年３月定例会（予定）

２月19日（木）10：00～
３月 ２日（月） 9：30～

13：30～
３日（火）10：00～

13：30～
４（水）～９日（月） 9：00～

11日（水）～12日（木） 9：30～
18日（水）10：00～

本会議　提案理由説明
本会議　代表質問・質疑・付託
総務政策委員会
福祉教育委員会
都市経済委員会
予算委員会　※令和８年度当初予算審査
本会議　一般質問
本会議　報告・討論・採決

― 陳 情 関 係 ― （全議員に写しを配布）
陳情第６号 予防接種後副反応疑い報告書（写し）の接種者本人等に送付することに関する陳情書

陳情第７号 シルバー人材センター事業の推進について（お願い）

陳情第８号 学校教材備品の計画的な整備推進についてのお願い

陳情第９号 大野城市立中学校における全員制給食実施に際しての陳情書

議会の動き
議会運営協議会
広報委員会
福岡都市圏議長会視察研修会
（岡山県）
臨時会
予算委員会
全員協議会
議員研修会
広報委員会
今後の学校給食のあり方に関する
調査特別委員会
会派代表者会議
議会運営委員会

1月13日

15日～16日

20日

28日

2月 5日
12日

議会運営委員会
本会議（１日目）
全員協議会
広報委員会
本会議（２日目）
今後の学校給食のあり方に関する
調査特別委員会
総務政策委員会
福祉教育委員会
都市経済委員会
予算委員会
本会議（３日目）
本会議（４日目）
議会運営委員会
本会議（５日目）
総務政策委員会
予算委員会
全員協議会
今後の学校給食のあり方に関する
調査特別委員会

11月21日
12月 １日

４日

５日

８日
９日
11日
12日
17日

大野城市のスポーツ推進計画について
（１月15日　鹿児島県日置市）

あんしんまどか（高齢者ICT見守り）事業について
（１月21日　埼玉県狭山市）

令和7年12月定例会を12月1日（月）から12月17日（水）まで開催
28の案件を審議し、全ての案件を可決、採択しました。 
審議結果の採決の模様は大野城市議会ホームページ「令和７年第６回12月定例会」
（右の二次元コード）から映像を見ることができます。 
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ト

  12 月定例会  委員会レポー
ト

計画的に災害への備えを計画的に災害への備えを 総務政策委員会

第84号議案
財産の取得（避難所用備蓄品購入）につ
いて

　

災害発生時の避難者数の見込みは
発災直後の最も多い避難者数は１万5500人
を見込んでいる。

備蓄品の数量の基準は
食料品であれば、１万5500人の１日２食分を
想定している。その他、各コミュニティセンタ
ー等の避難所の資機材の数は県のアセスメ
ントの人数である2300人分を想定している。

問
答

問
答

問
答

問

答

問

答

新たに購入する備蓄品の保管場所は
新たに設置する大池の備蓄倉庫や各コミュ
ニティセンターに分散して保管する予定であ
る。

契約が指名競争入札であるが何社指名した
のか。
入札の指名業者数は11社であり、そのうち
実際に入札に参加した業者数は６社である。

トイレトラックなどの導入の検討は行ってい
るのか
簡易トイレの備蓄と並行して、トイレトラック
等の導入の検討を行っている。

避難所用の備蓄品として、電動式簡易トイレ
52基、電動式簡易トイレ用テント55張り、発
電機10台、可搬型蓄電池55台、パーティショ
ン418張り、プライベートルーム７張りを購入
するもの。

高架下周辺の施設は指定管理で高架下周辺の施設は指定管理で 都市経済委員会

第81号議案
大野城市道路条例等の一部を改正する
条例の制定について

　

指定管理者の選定方法は
今回の事業は設計・施工と指定管理が一体に
なっている民間活用事業である。その事業者
を公募した際、指定管理を担う経験、資格を
有しているか審査を行った。

問
答

問
答

問

答

第82号議案
大野城市高架下周辺施設の設置及び
管理に関する条例の制定について

指定管理者が行うにぎわい創出事業とは
高架下周辺に人々が集まるきっかけづくりに
なる大小様々なイベントを実施するよう義務
づけている事業である。

指定管理者と市のにぎわい創出事業に関連
する団体との連携について
市内各団体とは、高架下周辺まちづくり連絡
会議で情報交換し、事業を進めている。今後
も持続的に整えていく。 

令和９年４月に施設供用開始予定の高架下等
整備・運営事業において、指定管理者に施設
管理や、自転車駐車場の利用料金を徴収さ
せることを可能とするなどの条例改正を行う
もの。

高架下に整備する広場、遊歩道、多目的施設
などの施設の設置及び管理に関する事項を
定めるもの。

第85号議案
令和７年度大野城市一般会計補正予算
（第７号）について

　

９月と12月に相次いで補正予算が組まれ、合
計で１億円を超える事業費が計上された。ど
ちらも施設改修や学校備品の購入が含まれ
ているが、計画的な予算計上が出来ていた
のか
当初は既存設備の活用を予定していたが、先
進的な自治体の視察を行い、その学習環境
を参考とした。「学びの多様化学校」の目的に
沿い、より柔軟で快適な環境が必要と判断
し、内装や家具の見直しを行った。９月と12月
の補正予算では内容に重複はなく、学習や行
事参加の充実が更に高まるように計上してい
る。

問

答

問
答

問
答

第89号議案
令和７年度大野城市水道事業会計補正
予算（第２号）について

この負担金は、どのような事業に充てられる
のか
災害に強い水道インフラを整備するために、現
在施工中の下大利南ケ丘線の水道管路耐震
化工事と、雉子ヶ尾配水池につながる配水管・
送水管の耐震化に向けた設計業務に充てる。

水道施設の耐震化は今後も継続されるのか
令和7年1月に「上下水道耐震化計画」を策定
しており、防災拠点や避難所に接続した管路
を順次耐震化する。第1期工事は令和21年
度までを整備期間とし、重点的に進める予定
である。

令和８年４月に開校予定の「学びの多様化学
校」に必要な費用を追加するもの。（複数案件
より抜粋）

水道管路の耐震化に係る地方財政措置の拡
充に伴い、一般会計からの負担金を追加する
もの。（複数案件より抜粋）

学びの多様化学校と水道管路耐震化学びの多様化学校と水道管路耐震化 予算委員会 多様化学校の名称が「みずほ中学校」に多様化学校の名称が「みずほ中学校」に 福祉教育委員会

第79号議案
大野城市立学校設置条例の一部を改正す
る条例の制定について

　

入学式、卒業式は大野中に準ずるのか
遅れての開校、入学式となる。卒業式の日程
は現在のところ未定である。

給食、部活動、修学旅行、PTA活動、文化行
事・体育行事はどのようになっているか
給食はランチ給食が提供できるよう調整中
である。部活動の実施の予定はなく、修学旅

問
答

問

答

問

答

問
答

行は初年度においては、現在のところ計画し
ていない。PTA活動は、保護者の皆さんと連
携して関わりを強めていけるような体制を検
討していきたい。また、文化行事に関しては、
総合的な学習や新しい教科のコラボタイム
などで、地域の方と連携して様々な取り組み
の発表を年度末頃に予定している。体育行事
は現在のところ計画していない。

学校説明会や学校体験会の参加状況はどう
なっているか
学校説明会を今年度３回開催し122名が参
加した。学校体験会には23名の児童生徒が
参加している。

健康診断はどうなっているか
大野中の養護教諭と連携して他中学校と同
じ形で行うようにしている。

学びの多様化学校である「みずほ中学校」が、
大野中学校の分校として、令和８年４月に開
校することから、中学校の名称及び位置を追
加するもの。
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計画的に災害への備えを計画的に災害への備えを 総務政策委員会

第84号議案
財産の取得（避難所用備蓄品購入）につ
いて

　

災害発生時の避難者数の見込みは
発災直後の最も多い避難者数は１万5500人
を見込んでいる。

備蓄品の数量の基準は
食料品であれば、１万5500人の１日２食分を
想定している。その他、各コミュニティセンタ
ー等の避難所の資機材の数は県のアセスメ
ントの人数である2300人分を想定している。

問
答

問
答

問
答

問

答

問

答

新たに購入する備蓄品の保管場所は
新たに設置する大池の備蓄倉庫や各コミュ
ニティセンターに分散して保管する予定であ
る。

契約が指名競争入札であるが何社指名した
のか。
入札の指名業者数は11社であり、そのうち
実際に入札に参加した業者数は６社である。

トイレトラックなどの導入の検討は行ってい
るのか
簡易トイレの備蓄と並行して、トイレトラック
等の導入の検討を行っている。

避難所用の備蓄品として、電動式簡易トイレ
52基、電動式簡易トイレ用テント55張り、発
電機10台、可搬型蓄電池55台、パーティショ
ン418張り、プライベートルーム７張りを購入
するもの。

高架下周辺の施設は指定管理で高架下周辺の施設は指定管理で 都市経済委員会

第81号議案
大野城市道路条例等の一部を改正する
条例の制定について

　

指定管理者の選定方法は
今回の事業は設計・施工と指定管理が一体に
なっている民間活用事業である。その事業者
を公募した際、指定管理を担う経験、資格を
有しているか審査を行った。

問
答

問
答

問

答

第82号議案
大野城市高架下周辺施設の設置及び
管理に関する条例の制定について

指定管理者が行うにぎわい創出事業とは
高架下周辺に人々が集まるきっかけづくりに
なる大小様々なイベントを実施するよう義務
づけている事業である。

指定管理者と市のにぎわい創出事業に関連
する団体との連携について
市内各団体とは、高架下周辺まちづくり連絡
会議で情報交換し、事業を進めている。今後
も持続的に整えていく。 

令和９年４月に施設供用開始予定の高架下等
整備・運営事業において、指定管理者に施設
管理や、自転車駐車場の利用料金を徴収さ
せることを可能とするなどの条例改正を行う
もの。

高架下に整備する広場、遊歩道、多目的施設
などの施設の設置及び管理に関する事項を
定めるもの。

第85号議案
令和７年度大野城市一般会計補正予算
（第７号）について

　

９月と12月に相次いで補正予算が組まれ、合
計で１億円を超える事業費が計上された。ど
ちらも施設改修や学校備品の購入が含まれ
ているが、計画的な予算計上が出来ていた
のか
当初は既存設備の活用を予定していたが、先
進的な自治体の視察を行い、その学習環境
を参考とした。「学びの多様化学校」の目的に
沿い、より柔軟で快適な環境が必要と判断
し、内装や家具の見直しを行った。９月と12月
の補正予算では内容に重複はなく、学習や行
事参加の充実が更に高まるように計上してい
る。

問

答

問
答

問
答

第89号議案
令和７年度大野城市水道事業会計補正
予算（第２号）について

この負担金は、どのような事業に充てられる
のか
災害に強い水道インフラを整備するために、現
在施工中の下大利南ケ丘線の水道管路耐震
化工事と、雉子ヶ尾配水池につながる配水管・
送水管の耐震化に向けた設計業務に充てる。

水道施設の耐震化は今後も継続されるのか
令和7年1月に「上下水道耐震化計画」を策定
しており、防災拠点や避難所に接続した管路
を順次耐震化する。第1期工事は令和21年
度までを整備期間とし、重点的に進める予定
である。
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学びの多様化学校と水道管路耐震化学びの多様化学校と水道管路耐震化 予算委員会 多様化学校の名称が「みずほ中学校」に多様化学校の名称が「みずほ中学校」に 福祉教育委員会

第79号議案
大野城市立学校設置条例の一部を改正す
る条例の制定について

　

入学式、卒業式は大野中に準ずるのか
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問
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問
答

行は初年度においては、現在のところ計画し
ていない。PTA活動は、保護者の皆さんと連
携して関わりを強めていけるような体制を検
討していきたい。また、文化行事に関しては、
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などで、地域の方と連携して様々な取り組み
の発表を年度末頃に予定している。体育行事
は現在のところ計画していない。

学校説明会や学校体験会の参加状況はどう
なっているか
学校説明会を今年度３回開催し122名が参
加した。学校体験会には23名の児童生徒が
参加している。

健康診断はどうなっているか
大野中の養護教諭と連携して他中学校と同
じ形で行うようにしている。

学びの多様化学校である「みずほ中学校」が、
大野中学校の分校として、令和８年４月に開
校することから、中学校の名称及び位置を追
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死後事務委任契約の内容と仕組みは
亡くなった後に発生する葬儀や遺品整理、行政
への届出などの様々な事務手続きを、あらかじ
め本人が信頼できる人物や団体に委任する契約
のこと。本人の意志能力があるうちに結ぶ必要
があり、本人が死亡した際に効力が発生し、委任
された事務が全て完了するまで継続する。

本市の死後事務委任事業化の進捗状況は
市民に対してワンストップで支援する仕組みな
ど、先進自治体の取組を参考に早期の事業化に
向けて検討を進めている。

長年放置されてきた本市所有の牛頸の墓地（広
さ約3,000㎡）に永代供養型樹木葬を整備して
はどうか
墓地の在り方も含む本市での終活支援の論議
を深め、将来を見据えた対応の検討を進める。

問
答

問
答

問

答

問

答

市民のニーズの把握はしているか、また終活支
援の論議について今後の具体的なスケジュー
ルは
少子高齢化や家族形態などの社会情勢の変化
を踏まえると、安心して埋葬することができる埋
葬先の潜在的なニーズは一定数あるものと捉え
ている。終活支援の論議は墓地を所管する循環
型社会推進課が主体となって行い、具体的には、
来年度から高齢者部署などとの協議や近隣自治
体の動向調査等
を進め、令和９年
度を目途に需要
調査等を行い市
民ニーズの把握
を進める。

ൠ ஏ 　 ഗ జ ݄

◀
映
像
は
こ
ち
ら

੅のথ೜をืࡶзのнખ供ທ٦۽
★まどかぴあ多目的ホール及び公共施設の選挙利用に関する事実関係と適法性について
・終戦80周年について
★いくつになっても安心して暮らせる大野城市であるために
★大野城市民総ぐるみ防災訓練の検証とこれから
・人事異動について
★他の組織との関わりについて
★公共施設の管理等を直営で行う場合と民間を活用する場合の違いについて
・非核平和都市宣言について
★保育の現状と今後の方向性について
★大野城市市民公益活動促進プラットホームまどかぷらっとについて
・水城駅バリアフリー化の進展について
★災害発生時等におけるキャンピングカーの提供に関する協定について
・不登校の子どもへの社会的自立の取組について
★特殊詐欺対策について
★障がいのある方が安心して暮らすことの出来る大野城市に
・来年開設30周年を迎える「大野城まどかぴあ」の利用について
★中学校の学校給食における可能性について
・就職氷河期世代を含む特定不妊治療支援制度の拡充について
★職員の働きやすい環境を整える施策について
・通学路の安全確保と教育の充実について
★芸術文化振興と地域共生社会の推進について

山　上　高　昭

平　田　不二香

福　澤　信　光

森　　　和　也

永　利　恭　子

大　塚　みどり
岡　部　かおり

河　野　敏　生

中　村　真　一

河　村　康　之

中　村　慎一朗

原　田　真　光

松　﨑　百合子

件　　名氏　　名

～これからの大野城を問う～
注：★がついている内容を
　　掲載しています。一般質問

各議員の
タイトルにある
二次元コードから
映像を見ることが
できます。

や ま Ƃ Ƶ 　 　 ƕ か Ÿ き

ߒ ञ 　 ݅ ࣵ

◀
映
像
は
こ
ち
ら

まどかぴあ多目的ホールの使用許可書について
指定管理者（公益財団法人大野城まどかぴあ）
が保有する文書であり、本市の公文書ではない
ため、確認できる事実はない。

通告に基づいて回答を求める
使用許可書は指定管理者が保有する文書であ
り、本市の公文書ではないため、確認できる事実
はない。また、他の情報については個人情報とな
るため、回答はできない。

日付が個人情報に当たる根拠は
新聞やYouTubeなどの他の情報と照合するこ
とによって個人が識別されるものは個人情報で
あると定められている。

個人情報の保護に関する法律第２条の規定を拡
大解釈してないか
拡大して解釈はしてない。他の情報において個
人が識別されると判断している。

問
答

問
答

問
答

問

答

問
答

問

答

問

答

問

答

使用料・時間が個人情報になる理由は
使用料・時間は、使われた個人の情報であり個人
情報になり得る。

許可書名は個人情報の部分のみ黒塗りにして
開示するべきではないか
大野城まどかぴあの文書であり、開示請求に係
る公文書を本市は保有していないことから不開
示とした。

まどかぴあが直営であれば、使用許可書を開示
できるのか
市の情報公開条例に基づいて適切に判断する。

まどかぴあの指定管理によって、情報公開がブ
ラックボックス化していないか
市の情報公開条例や個人情報保護
に関する法律、また公益財団法人大
野城まどかぴあ個人情報保護規程
に基づき適切に対応をしている。

পƑ！！ऩඔ۽ӚのǿȒǬǘȅǬǘǢҎ

特別委員会始動!
　「今後の学校給食のあり方に関する調査特別
委員会」は、昨年１０月31日から議員の代表１０
名により始動しました。
　今後の学校給食が更により良い形に出来るよう
頑張って参ります。
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育児も仕事もイキイキと！

逃げタオルの例
（大野城市ホームページより）

ॐ 　 ༹ ๆ
Ƹ り 　   か Ɛ や

◀
映
像
は
こ
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ȂンǪを৔૥し「やすらƄのŸǁまち」Ʈ！ȂンǪを৔૥し「やすらƄのŸǁまち」Ʈ！

市民の方から要望されている春日原駅構内に
ベンチを設置するための手順は
駅構内のベンチ設置については、施設管理者で
ある西鉄に設置要望を行っていくことになる。

東京都三鷹市では、ベンチのあるみちづくり整
備事業をすすめている。設置場所は、バス停付
近や住民の要望に基づき設置しており、広い歩
道がある幹線道路では、約100メートルから
200メートル間隔を目標に連続的な設置を、河
川や遊歩道では、約50メートルから100メート
ル間隔での設置を目指している。近年、高齢化
が進み、高齢者等に優しいまちづくりが注目さ
れ、歩道等にベンチを設置する取組が広がって
いる。健康で生き生きとした生活を送ることが
でき、高齢者が安心して外出できる地域づくり

問

答

問
答

が重要である。本市もバス停、歩道や駅周辺、御
笠川、牛頸川、平野川沿いなど、休憩スペースや
地域の交流の場として、ベンチの設置を進めて
いただきたいと考えるが、市長の考えは
ベンチの設置は、移動途中の休憩や交流の場と
なり、外出の促進や円滑な移動につながる。今
後、全ての人が外出しやすい優しいまちづくりを
目指していくためにも、ベンチの設置に努めて
いく。

н ຳ 　 ׼ ߱

◀
映
像
は
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な Ƃ と し 　   き ƽ ż Ɖ

民間活用のメリットは
業務委託は、受託者が定められた範囲内で業務
を行うもので、市役所窓口の受付や小学校の給
食調理などで活用している。指定管理者制度は、
公の施設の管理運営で民間事業者等を指定し、
施設の利用許可や利用料金の収受などを行うも
ので、大野城まどかぴあや大野城総合公園等72
施設がある。
民間事業者等に蓄積されたノウハウを活用し、
多様化するニーズに応え市民サービスの向上に
つながり、財政支出の縮減や平準化、職員の業
務量削減なども期待される。

事業方式を変更した例は
平成23年度からコミュニティセンターを市の直
営から指定管理者制度に変更した。

問
答

問
答

問
答

問

答

心のふるさと館が直営の理由は
郷土の歴史に対する理解及び継承、市民の交流
促進、市内外への情報発信、にぎわい創出のた
めに、関係団体や庁内の関係各課との連携が不
可欠である。市の直営により連携を円滑に推進
することができ、地域の特性や市民のニーズを
迅速に反映した柔軟な運営が可能となる。

心のふるさと館に指定管理者制度を導入でき
ないか
市内遺跡の発掘調査など専門的な技術や知識
を要する業務は、専門職が対応する必要があり
市の直営が望ましい。
一方、施設の管理やイベントの実施など民間の
ノウハウを活用できる業務は、他の類似施設な
どを参考に調査研究
を重ね、将来的な指
定管理制度の導入に
ついても慎重に検討
を進めていきたい。

৔のՖ理௄でฎգを活ຌすǁथ݊߻ׯ۽৔のՖ理௄でฎգを活ຌすǁथ݊߻ׯ۽
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お か ƚ か

保育ニーズの多様化や年度末における保育施
設の受け入れに限界が見られる現状を踏まえ、
今後の子育て支援施策に対する市長の基本的
な考えは
共働き世帯の増加により保育ニーズが高まり、
年度途中の待機児童が発生している。今後も受
け入れ体制の強化や保護者の経済的負担の軽
減に努め、保育サービスのさらなる充実に取り
組む。

本市における幼保連携型認定こども園導入の
経緯は
待機児童の解消に向けた定員拡充の一環として
導入。平成30年度に大野幼稚園、翌31年度には
大野東幼稚園と筑紫幼稚園の計3園を移行し
た。

幼稚園型と保育所型の認定こども園の制度上
の違いは
認定こども園は、教育と保育を一体的に行い、地
域の子育て支援も担う施設である。幼稚園型は

問

答

問
答

問
答

問
答

問
答

認可幼稚園に保育機能を加え地域の保育の受
皿を担う。保育所型は認可保育所に教育機能を
加え、保護者の就労状況等に柔軟に対応でき
る。

市内に認定こども園への移行を希望する保育
園はあるか
現在、認可保育所4園から移行に関する相談を
受けている。

国が推進する保育所型認定こども園について、
本市でも導入を検討すべきではないか
今後は幼児教育の重要性や教育・保育ニーズの
多様化への対応が
求められることか
ら、保育所を含む
既存施設の認定こ
ども園への移行に
ついて、本市の実
情を踏まえて検討
していく。

మ定ƉどƸѓを࠱ơしƕൾϾ޷߻のஃලƮ

大野城市民総ぐるみ防災訓練の目的と対象は
子どもから高齢者まで全ての市民の生命、身体
を守る適切な避難行動の促進を図ることを目的
としており、対象者は全市民である。

逃げタオルについてどのように考えるか
避難の際にタオルを玄関などの目立つ場所に掲
げることで、当該世帯が既に避難を完了している
ことを一目で確認できる仕組みで、近隣住民に
よる声かけ、安否確認の促進や消防などの救助
隊の捜索活動の効率化につながるものと考える。

逃げタオルについて、大野城市独自の逃げタオ
ルに代わる防災グッズとして、タオルではなく、
例えばリング式のようなものを作り、平時には
これを荷物かけなどに活用、避難するときはそ
のリングをドアノブにかけるという考えはどうか

問
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問
答

問

答

問
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逃げタオル運動はどの家庭にも身近にあるタオ
ルを利用することで、緊急時でもすぐに使用す
ることができ、迅速な避難行動につながるもの
と考える。
逃げタオル運動の実施方法については、今後も
訓練参加者等の意見を伺いながら、より効果的
なものとなるよう検証を続ける。

大野城市全員参加を目指すために今後どのよう
な事が考えられるか
訓練の時間を見直し、令和６年度に比べ参加者
が約5000人増加した。
今後も訓練結果を検証す
るとともに、実行委員会
や参加者のご意見を伺い
ながら訓練時間や内容を
工夫し、引き続き参加者
増に向けた取組を進める。

ઘ野त߳ฎੀƆǁƵ෈災٘༖のڦओとƉǂから！
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育児も仕事もイキイキと！

逃げタオルの例
（大野城市ホームページより）
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ȂンǪを৔૥し「やすらƄのŸǁまち」Ʈ！ȂンǪを৔૥し「やすらƄのŸǁまち」Ʈ！

市民の方から要望されている春日原駅構内に
ベンチを設置するための手順は
駅構内のベンチ設置については、施設管理者で
ある西鉄に設置要望を行っていくことになる。

東京都三鷹市では、ベンチのあるみちづくり整
備事業をすすめている。設置場所は、バス停付
近や住民の要望に基づき設置しており、広い歩
道がある幹線道路では、約100メートルから
200メートル間隔を目標に連続的な設置を、河
川や遊歩道では、約50メートルから100メート
ル間隔での設置を目指している。近年、高齢化
が進み、高齢者等に優しいまちづくりが注目さ
れ、歩道等にベンチを設置する取組が広がって
いる。健康で生き生きとした生活を送ることが
でき、高齢者が安心して外出できる地域づくり

問

答

問
答

が重要である。本市もバス停、歩道や駅周辺、御
笠川、牛頸川、平野川沿いなど、休憩スペースや
地域の交流の場として、ベンチの設置を進めて
いただきたいと考えるが、市長の考えは
ベンチの設置は、移動途中の休憩や交流の場と
なり、外出の促進や円滑な移動につながる。今
後、全ての人が外出しやすい優しいまちづくりを
目指していくためにも、ベンチの設置に努めて
いく。
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な Ƃ と し 　   き ƽ ż Ɖ

民間活用のメリットは
業務委託は、受託者が定められた範囲内で業務
を行うもので、市役所窓口の受付や小学校の給
食調理などで活用している。指定管理者制度は、
公の施設の管理運営で民間事業者等を指定し、
施設の利用許可や利用料金の収受などを行うも
ので、大野城まどかぴあや大野城総合公園等72
施設がある。
民間事業者等に蓄積されたノウハウを活用し、
多様化するニーズに応え市民サービスの向上に
つながり、財政支出の縮減や平準化、職員の業
務量削減なども期待される。

事業方式を変更した例は
平成23年度からコミュニティセンターを市の直
営から指定管理者制度に変更した。

問
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問
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心のふるさと館が直営の理由は
郷土の歴史に対する理解及び継承、市民の交流
促進、市内外への情報発信、にぎわい創出のた
めに、関係団体や庁内の関係各課との連携が不
可欠である。市の直営により連携を円滑に推進
することができ、地域の特性や市民のニーズを
迅速に反映した柔軟な運営が可能となる。

心のふるさと館に指定管理者制度を導入でき
ないか
市内遺跡の発掘調査など専門的な技術や知識
を要する業務は、専門職が対応する必要があり
市の直営が望ましい。
一方、施設の管理やイベントの実施など民間の
ノウハウを活用できる業務は、他の類似施設な
どを参考に調査研究
を重ね、将来的な指
定管理制度の導入に
ついても慎重に検討
を進めていきたい。
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保育ニーズの多様化や年度末における保育施
設の受け入れに限界が見られる現状を踏まえ、
今後の子育て支援施策に対する市長の基本的
な考えは
共働き世帯の増加により保育ニーズが高まり、
年度途中の待機児童が発生している。今後も受
け入れ体制の強化や保護者の経済的負担の軽
減に努め、保育サービスのさらなる充実に取り
組む。

本市における幼保連携型認定こども園導入の
経緯は
待機児童の解消に向けた定員拡充の一環として
導入。平成30年度に大野幼稚園、翌31年度には
大野東幼稚園と筑紫幼稚園の計3園を移行し
た。

幼稚園型と保育所型の認定こども園の制度上
の違いは
認定こども園は、教育と保育を一体的に行い、地
域の子育て支援も担う施設である。幼稚園型は
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答

認可幼稚園に保育機能を加え地域の保育の受
皿を担う。保育所型は認可保育所に教育機能を
加え、保護者の就労状況等に柔軟に対応でき
る。

市内に認定こども園への移行を希望する保育
園はあるか
現在、認可保育所4園から移行に関する相談を
受けている。

国が推進する保育所型認定こども園について、
本市でも導入を検討すべきではないか
今後は幼児教育の重要性や教育・保育ニーズの
多様化への対応が
求められることか
ら、保育所を含む
既存施設の認定こ
ども園への移行に
ついて、本市の実
情を踏まえて検討
していく。

మ定ƉどƸѓを࠱ơしƕൾϾ޷߻のஃලƮ

大野城市民総ぐるみ防災訓練の目的と対象は
子どもから高齢者まで全ての市民の生命、身体
を守る適切な避難行動の促進を図ることを目的
としており、対象者は全市民である。

逃げタオルについてどのように考えるか
避難の際にタオルを玄関などの目立つ場所に掲
げることで、当該世帯が既に避難を完了している
ことを一目で確認できる仕組みで、近隣住民に
よる声かけ、安否確認の促進や消防などの救助
隊の捜索活動の効率化につながるものと考える。

逃げタオルについて、大野城市独自の逃げタオ
ルに代わる防災グッズとして、タオルではなく、
例えばリング式のようなものを作り、平時には
これを荷物かけなどに活用、避難するときはそ
のリングをドアノブにかけるという考えはどうか
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問

答
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逃げタオル運動はどの家庭にも身近にあるタオ
ルを利用することで、緊急時でもすぐに使用す
ることができ、迅速な避難行動につながるもの
と考える。
逃げタオル運動の実施方法については、今後も
訓練参加者等の意見を伺いながら、より効果的
なものとなるよう検証を続ける。

大野城市全員参加を目指すために今後どのよう
な事が考えられるか
訓練の時間を見直し、令和６年度に比べ参加者
が約5000人増加した。
今後も訓練結果を検証す
るとともに、実行委員会
や参加者のご意見を伺い
ながら訓練時間や内容を
工夫し、引き続き参加者
増に向けた取組を進める。
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子ども等から至急お金が必要といわれた。
警察や弁護士から「逮捕される」
「裁判になる」などと言われた。
口座が不正利用され、犯罪に関与して
いると言われた。
子ども等から｢株で儲けたが税金を
滞納している｣と言われた。
キャッシュカードの暗証番号を聞かれた。
ATMで手続きするように言われた。
身に覚えのない未払いの料金を請求された。
コンビニ等で電子マネーカードを
買うように言われた。
パソコンに警告画面・警告音が流れた。

熊本地震の際に提供されたキャンピングカー
（日本RV協会ホームページより)

河 野 　敏生
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か わ の     と し お

本市における災害弱者の人数は
高齢者約１万4800人、障がい者約1400人、介
護が必要な方約2000人、医療的ケア児（市の支
援事業を利用している対象者数）６人である。

災害弱者に対する取組の内容とその予算は
災害時に適切な避難行動を行うための対象者名
簿の整備や個別避難計画を作成するため約
754万7000円の予算を計上。また、介護食や離
乳食、ミルク、紙おむつ、身体障がい者対応の簡
易トイレなど、多様なニーズに対応した備蓄品を
整備するため約2066万2000円の予算を計上
している。

熊本地震の際、一般社団法人日本ＲＶ協会（ＪＲＶ
Ａ）から提供されたキャンピングカーによる医療
現場での活動や支援が行われた。県内では岡垣
町、遠賀町、太宰府市、宗像市などが災害協定を
締結しており、ローコストもしくは無償で災害対
策としてキャンピングカーが準備できるのであ
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問
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問
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れば、協定を結ぶことはとても有用と思うが、本
市としての考えは
配慮を要する方々のための避難所として４か所
のコミュニティセンターやすこやか交流プラザ、
まなびのやど、市内の介護施設や障がい者支援
施設を確保している。しかし、配慮を要する方々
の避難所や簡易的な診療所、県外などからの支
援者の宿泊施設などとしてキャンピングカーを
活用することも考えられるため、協定の締結に
ついて、今後検討をしていきたい。

災害弱者対応とキャンピングカーの提供協定

電話対応ハンドブック（福岡県警ホームページより）

岡 部 　 か お り
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まどぷら（まどかぷらっと）とは何か
公益活動の見える化や活性化を目的に、平成31
年４月に開始した市民公益活動促進プラットフォ
ーム事業の仕組みの一つで、公益活動に参加す
るきっかけづくりや活動のやりがいの創出、幅広
い世代への参加促進につなげるため、市民公益
活動に参加した方にポイントを付与する制度で
ある。

交換する商品のほとんどが、心のふるさと館で
販売しているものである。心のふるさと館でポ
イントが利用できれば、地域施設利用や交流促
進にもつながると考えるが、公共施設での利用
拡大や今後の方向性について市長の考えは
まどぷらポイントを心のふるさと館で利用でき
るようにすることは、ポイント交換の利便性向上
に加え、地域施設の利用促進や市民交流の活性
化にもつながる。
今後、心のふるさと館におけるポイント交換の実
施や貸し館利用料、特別展観覧料として使用可

問
答

問
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能なクーポン券を交換メニューに追加するよう
進めていく。
市民公益活動促進プラットフォーム事業は、市民
の公益活動を支え、まちづくりの根幹であるコ
ミュニティによるまちづくりを推進する上で、重
要な役割を果たしていると考える。より多くの方
に主体的に地域活動に参加していただけるよ
う、事業周知の徹底を図り、まどぷらポイントの
在り方などの課題を整理し、制度のさらなる充
実と定着に努める。

まどぷらでポイ活を！！
な か む ら 　    し ん い ち

春日署管内における過去３年の特殊詐欺の発生
件数は
令和５年34件、令和６年131件、令和７年10月末
現在131件である。

特殊詐欺被害の属性分析や特殊詐欺被害防止
に向けた啓発は行っているか
被害金額や被害対象者等の状況分析された内
容が春日警察署から市に情報提供されている。
詐欺手口の特徴や防止対策を市民の皆様にわ
かりやすく寸劇を活用して紹介し、福祉関係者
などに向けたチラシを配布している。また、ホー
ムページや市広報での注意喚起なども行い、被
害防止に努めている。

詐欺対策電話機の設置の補助や機器の貸出し
等は行っているか
令和６年８月から65歳以上の市民を対象として、
特殊詐欺被害防止機能付き電話機の購入費用
に対する補助と電話機の貸出しを行っている。
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問
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問
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特殊詐欺被害防止機能付き電話購入費用に対
する補助金額と実績は
特殊詐欺被害防止機能付き電話機の購入費用
に対する補助金は１万円を上限としている。令和
６年度の実績は事業開始からの８ヶ月で36件、
補助総額35万9900円。令和７年度は11月末現
在で20件、補助総額19万8500円である。

中 村 　 真 一
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電話でお金の話は特殊詐欺です電話でお金の話は特殊詐欺です
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令和５年３月、福岡県に手話言語条例が制定さ
れたが、県内や本市では、何がどのように変わっ
たのか
福岡県では広報誌への手話イラストの掲載、手
話通訳者研修の講師養成研修及び手話通訳者
スキルアップ研修の開催など、ろう者が日常生
活や社会生活で手話を使いやすい環境の整備
や事業を新たに実施している。なお、本市では県
条例の制定以前から福祉サービス課窓口への
手話通訳者の配置や登録手話通訳者の派遣等
の取組を行っている。

本市は手話の普及に向けてどのようなことを行
っているか。また、今後さらなる普及に向けての
検討は
現在行っている手話奉仕員養成講座等の事業を
今後も継続していくとともに、手話に対する市民
の理解・関心を深めるため、市広報やまどかフェ
スティバル等のイベントでの啓発を進めていく。

問

答

問

答

問

答

本年開催され大成功を収めた東京デフリンピッ
クの出場選手を市内の学校などに招いて、手話
の普及と交流学習、そして講演などを行っては
どうか
デフスポーツは聴覚障がいのある方々がその能
力を最大限に発揮し、社会とのつながりの中で
自己実現を果たせる重要な機会であり、デフリ
ンピックの開催は、聴覚障がいへの理解を深め
る契機となるだけでなく、スポーツの持つ力で
社会全体によい影響を与えるきっかけともなり
得る。また、デフリンピック選手との交流学習は、
小中学校における教育活動を展開していく上で
とても有効であると考えるため、小中学校と実
施に向けた協議を進めたい。

か わ む ら 　    や す ゆ き

「手話は言語です」手話の理解と普及を！「手話は言語です」手話の理解と普及を！

まどかぷらっと案内チラシより
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子ども等から至急お金が必要といわれた。
警察や弁護士から「逮捕される」
「裁判になる」などと言われた。
口座が不正利用され、犯罪に関与して
いると言われた。
子ども等から｢株で儲けたが税金を
滞納している｣と言われた。
キャッシュカードの暗証番号を聞かれた。
ATMで手続きするように言われた。
身に覚えのない未払いの料金を請求された。
コンビニ等で電子マネーカードを
買うように言われた。
パソコンに警告画面・警告音が流れた。

熊本地震の際に提供されたキャンピングカー
（日本RV協会ホームページより)

河 野 　敏 生

◀
映
像
は
こ
ち
ら

か わ の     と し お

本市における災害弱者の人数は
高齢者約１万4800人、障がい者約1400人、介
護が必要な方約2000人、医療的ケア児（市の支
援事業を利用している対象者数）６人である。

災害弱者に対する取組の内容とその予算は
災害時に適切な避難行動を行うための対象者名
簿の整備や個別避難計画を作成するため約
754万7000円の予算を計上。また、介護食や離
乳食、ミルク、紙おむつ、身体障がい者対応の簡
易トイレなど、多様なニーズに対応した備蓄品を
整備するため約2066万2000円の予算を計上
している。

熊本地震の際、一般社団法人日本ＲＶ協会（ＪＲＶ
Ａ）から提供されたキャンピングカーによる医療
現場での活動や支援が行われた。県内では岡垣
町、遠賀町、太宰府市、宗像市などが災害協定を
締結しており、ローコストもしくは無償で災害対
策としてキャンピングカーが準備できるのであ

問
答

問
答

問

答

れば、協定を結ぶことはとても有用と思うが、本
市としての考えは
配慮を要する方々のための避難所として４か所
のコミュニティセンターやすこやか交流プラザ、
まなびのやど、市内の介護施設や障がい者支援
施設を確保している。しかし、配慮を要する方々
の避難所や簡易的な診療所、県外などからの支
援者の宿泊施設などとしてキャンピングカーを
活用することも考えられるため、協定の締結に
ついて、今後検討をしていきたい。

災害弱者対応とキャンピングカーの提供協定

電話対応ハンドブック（福岡県警ホームページより）

岡 部 　 か お り

◀
映
像
は
こ
ち
ら

お か べ

まどぷら（まどかぷらっと）とは何か
公益活動の見える化や活性化を目的に、平成31
年４月に開始した市民公益活動促進プラットフォ
ーム事業の仕組みの一つで、公益活動に参加す
るきっかけづくりや活動のやりがいの創出、幅広
い世代への参加促進につなげるため、市民公益
活動に参加した方にポイントを付与する制度で
ある。

交換する商品のほとんどが、心のふるさと館で
販売しているものである。心のふるさと館でポ
イントが利用できれば、地域施設利用や交流促
進にもつながると考えるが、公共施設での利用
拡大や今後の方向性について市長の考えは
まどぷらポイントを心のふるさと館で利用でき
るようにすることは、ポイント交換の利便性向上
に加え、地域施設の利用促進や市民交流の活性
化にもつながる。
今後、心のふるさと館におけるポイント交換の実
施や貸し館利用料、特別展観覧料として使用可

問
答

問

答

能なクーポン券を交換メニューに追加するよう
進めていく。
市民公益活動促進プラットフォーム事業は、市民
の公益活動を支え、まちづくりの根幹であるコ
ミュニティによるまちづくりを推進する上で、重
要な役割を果たしていると考える。より多くの方
に主体的に地域活動に参加していただけるよ
う、事業周知の徹底を図り、まどぷらポイントの
在り方などの課題を整理し、制度のさらなる充
実と定着に努める。

まどぷらでポイ活を！！
な か む ら 　    し ん い ち

春日署管内における過去３年の特殊詐欺の発生
件数は
令和５年34件、令和６年131件、令和７年10月末
現在131件である。

特殊詐欺被害の属性分析や特殊詐欺被害防止
に向けた啓発は行っているか
被害金額や被害対象者等の状況分析された内
容が春日警察署から市に情報提供されている。
詐欺手口の特徴や防止対策を市民の皆様にわ
かりやすく寸劇を活用して紹介し、福祉関係者
などに向けたチラシを配布している。また、ホー
ムページや市広報での注意喚起なども行い、被
害防止に努めている。

詐欺対策電話機の設置の補助や機器の貸出し
等は行っているか
令和６年８月から65歳以上の市民を対象として、
特殊詐欺被害防止機能付き電話機の購入費用
に対する補助と電話機の貸出しを行っている。

問

答

問

答

問

答

問

答

特殊詐欺被害防止機能付き電話購入費用に対
する補助金額と実績は
特殊詐欺被害防止機能付き電話機の購入費用
に対する補助金は１万円を上限としている。令和
６年度の実績は事業開始からの８ヶ月で36件、
補助総額35万9900円。令和７年度は11月末現
在で20件、補助総額19万8500円である。

中 村 　 真 一

◀
映
像
は
こ
ち
ら

電話でお金の話は特殊詐欺です電話でお金の話は特殊詐欺です

河 村 　 康 之

◀
映
像
は
こ
ち
ら

令和５年３月、福岡県に手話言語条例が制定さ
れたが、県内や本市では、何がどのように変わっ
たのか
福岡県では広報誌への手話イラストの掲載、手
話通訳者研修の講師養成研修及び手話通訳者
スキルアップ研修の開催など、ろう者が日常生
活や社会生活で手話を使いやすい環境の整備
や事業を新たに実施している。なお、本市では県
条例の制定以前から福祉サービス課窓口への
手話通訳者の配置や登録手話通訳者の派遣等
の取組を行っている。

本市は手話の普及に向けてどのようなことを行
っているか。また、今後さらなる普及に向けての
検討は
現在行っている手話奉仕員養成講座等の事業を
今後も継続していくとともに、手話に対する市民
の理解・関心を深めるため、市広報やまどかフェ
スティバル等のイベントでの啓発を進めていく。

問

答

問

答

問

答

本年開催され大成功を収めた東京デフリンピッ
クの出場選手を市内の学校などに招いて、手話
の普及と交流学習、そして講演などを行っては
どうか
デフスポーツは聴覚障がいのある方々がその能
力を最大限に発揮し、社会とのつながりの中で
自己実現を果たせる重要な機会であり、デフリ
ンピックの開催は、聴覚障がいへの理解を深め
る契機となるだけでなく、スポーツの持つ力で
社会全体によい影響を与えるきっかけともなり
得る。また、デフリンピック選手との交流学習は、
小中学校における教育活動を展開していく上で
とても有効であると考えるため、小中学校と実
施に向けた協議を進めたい。

か わ む ら 　    や す ゆ き

「手話は言語です」手話の理解と普及を！「手話は言語です」手話の理解と普及を！

まどかぷらっと案内チラシより
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揺れが収まるまで、シェイクアウト !
  姿勢を低く、頭を守って、動かない !

中学校給食調理を親子方式により実施する場合
の生徒数に応じた必要面積の目安や施設構成
の基準は
文部科学省が定める学校給食施設基準では、
1001人から2000人の規模の場合、共同調理
場の面積は884㎡が目安とされている。また、調
理室以外に炊飯給食施設やアレルギー食に対
応するための場所、食器や調理器具を洗浄や保
管する場所、調理員の更衣や休憩をする場所な
どが必要と考える。

市長が理想的な給食として考える元となった過
去の視察経験などは
直方市立の中学校が選択制給食から全員制給
食へ提供方法を見直した事例等を聞いている。
また、選択制給食から全員制給食に見直された
太宰府市立の中学校を視察している。

問

答

問

答

問

答

中間市が他校へ給食を配送するに当たり、小学
校の給食調理場が工場の用途に該当するため、
学校給食共同調理場等に係る建築基準法第48
条の特例許可を取得することによって親子方式
を実現させた事例があるが把握しているか
学校給食の共同調理場に係る建築基準法第48
条については、福岡県が住居系の用途地域にお
いて、住居の環境を害するおそれがないと認め、
または公益上やむを得ない場合には、特例許可
を出す場合があり、国土交通省の通知や、中間
市の事例も含めて把握している。

中 村 　 ौ 一 ༦

◀
映
像
は
こ
ち
ら

な か む ら 　    し ん い ち ǃ ż

いま§กຣの߱どƸલのƕƷのזीを！

ڻ ஏ 　 真 ۼ

◀
映
像
は
こ
ち
ら

は ら Ɩ 　    ま Ƌ Ƶ ƚ

カムバック制度（自治体退職者復職制度）のメリ
ット及びデメリットは
カムバック制度は、一度退職した職員を対象に試
験を実施し再雇用する制度であり、即戦力とな
る人材を確保できるというメリットがある一方
で、ほかの試験区分で採用された職員との競争
性や公平性を担保することが難しいというデメ
リットがある。

本市でもカムバック制度を導入すべきだと考え
るが、市長の見解は
制度のメリット及びデメリットを精査しながら、導
入について前向きに検討する。

市職員の視察及び研修制度の創設を検討すべ
きと考えるが、市長の見解は
先進地視察については、先進自治体の優れた取
組を実際に見て、それを施策に反映させるため
にも必要であると考えており、早期の予算化に
向けて検討する。

問

答

問

答

問

答

職員の派遣研修について、現在、市では各研修
機関での研修受講を通して職員の育成に努めて
いる。受講者の選定に当たっては、受講する職員
本人や所属長の希望を確認した上で最適な研
修を受講できるよう、調整を行っている。引き続
き、費用対効果の最大化を図りながら、職員一人
一人が主体的に学び、成長できる環境づくりを
進めていく。

ऽЌの௘きやすいՑޯ׶り

本市芸術文化振興プラン策定の目的は
芸術文化に触れる機会を提供することで、より豊
かな市民生活の創出とコミュニティによるまち
づくりを目指している。

絵画、書道、生け花等の展示や、障がい者施設
作品の展示・販売などのふれあいの場として市
役所１階市民ホールを活用できないか
展示・販売などを行う場合、市民ホールが機能す
るための十分なスペースを確保できなくなるこ
とや通行の妨げとなる可能性もある為、現段階
においては難しい。一方で、今後（仮称）防災危
機管理センターの建設に伴い、新たな市民ホー
ルを再構築する際に、使いやすく心地よく、利便
性の高い空間となるよう検討を進めていく。

まどかぴあでの「みんなのチャレンジアート展」
の趣旨は
障がいのある方の芸術文化活動の振興や、社会
参加の促進及び障がいのある方への市民意識
の向上を図る目的で毎年開催している。

問
答

問

答

問
答

問
答

障がい者作品等の常設展示や販売情報の提供
の場として、まどかぴあを活用できないか
芸術文化振興プラン作成時のアンケートでは、
障がい者をはじめ子どもや高齢者、外国人など
の芸術文化活動の充実を求める声が多く寄せら
れた。まどかぴあにおける障がい者アート作品
等の常設展示や販売情報の提供については、基
本的には芸術文化振興プランの方向性と合致す
る。実現に当たっては、運営方法等について検討
していきたい。

ࣷ﨑　 ೷ ݊ ߱

◀
映
像
は
こ
ち
ら

ま ƚ ƌ き 　    ゆ  り  Ɖ

ơتơय़ܜ൙Ҏ«ǪャȕンǡǋーǱをࢬڄ

「水しぶきをあげて走る馬」梅野雄佑 画
― みんなのチャレンジアート展より ―

親子方式の給食のイメージ

議場にて1月20日に開催された臨時会終了後に、地震が発生したことを想定し、
避難訓練を行いました。
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避難訓練を実施しました!



揺れが収まるまで、シェイクアウト !
  姿勢を低く、頭を守って、動かない !

中学校給食調理を親子方式により実施する場合
の生徒数に応じた必要面積の目安や施設構成
の基準は
文部科学省が定める学校給食施設基準では、
1001人から2000人の規模の場合、共同調理
場の面積は884㎡が目安とされている。また、調
理室以外に炊飯給食施設やアレルギー食に対
応するための場所、食器や調理器具を洗浄や保
管する場所、調理員の更衣や休憩をする場所な
どが必要と考える。

市長が理想的な給食として考える元となった過
去の視察経験などは
直方市立の中学校が選択制給食から全員制給
食へ提供方法を見直した事例等を聞いている。
また、選択制給食から全員制給食に見直された
太宰府市立の中学校を視察している。

問

答

問

答

問

答

中間市が他校へ給食を配送するに当たり、小学
校の給食調理場が工場の用途に該当するため、
学校給食共同調理場等に係る建築基準法第48
条の特例許可を取得することによって親子方式
を実現させた事例があるが把握しているか
学校給食の共同調理場に係る建築基準法第48
条については、福岡県が住居系の用途地域にお
いて、住居の環境を害するおそれがないと認め、
または公益上やむを得ない場合には、特例許可
を出す場合があり、国土交通省の通知や、中間
市の事例も含めて把握している。

中 村 　 ौ 一 ༦

◀
映
像
は
こ
ち
ら

な か む ら 　    し ん い ち ǃ ż

いま§กຣの߱どƸલのƕƷのזीを！

ڻ ஏ 　 真 ۼ

◀
映
像
は
こ
ち
ら

は ら Ɩ 　    ま Ƌ Ƶ ƚ

カムバック制度（自治体退職者復職制度）のメリ
ット及びデメリットは
カムバック制度は、一度退職した職員を対象に試
験を実施し再雇用する制度であり、即戦力とな
る人材を確保できるというメリットがある一方
で、ほかの試験区分で採用された職員との競争
性や公平性を担保することが難しいというデメ
リットがある。

本市でもカムバック制度を導入すべきだと考え
るが、市長の見解は
制度のメリット及びデメリットを精査しながら、導
入について前向きに検討する。

市職員の視察及び研修制度の創設を検討すべ
きと考えるが、市長の見解は
先進地視察については、先進自治体の優れた取
組を実際に見て、それを施策に反映させるため
にも必要であると考えており、早期の予算化に
向けて検討する。

問

答

問

答

問

答

職員の派遣研修について、現在、市では各研修
機関での研修受講を通して職員の育成に努めて
いる。受講者の選定に当たっては、受講する職員
本人や所属長の希望を確認した上で最適な研
修を受講できるよう、調整を行っている。引き続
き、費用対効果の最大化を図りながら、職員一人
一人が主体的に学び、成長できる環境づくりを
進めていく。

ऽЌの௘きやすいՑޯ׶り

本市芸術文化振興プラン策定の目的は
芸術文化に触れる機会を提供することで、より豊
かな市民生活の創出とコミュニティによるまち
づくりを目指している。

絵画、書道、生け花等の展示や、障がい者施設
作品の展示・販売などのふれあいの場として市
役所１階市民ホールを活用できないか
展示・販売などを行う場合、市民ホールが機能す
るための十分なスペースを確保できなくなるこ
とや通行の妨げとなる可能性もある為、現段階
においては難しい。一方で、今後（仮称）防災危
機管理センターの建設に伴い、新たな市民ホー
ルを再構築する際に、使いやすく心地よく、利便
性の高い空間となるよう検討を進めていく。

まどかぴあでの「みんなのチャレンジアート展」
の趣旨は
障がいのある方の芸術文化活動の振興や、社会
参加の促進及び障がいのある方への市民意識
の向上を図る目的で毎年開催している。

問
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問

答

問
答

問
答

障がい者作品等の常設展示や販売情報の提供
の場として、まどかぴあを活用できないか
芸術文化振興プラン作成時のアンケートでは、
障がい者をはじめ子どもや高齢者、外国人など
の芸術文化活動の充実を求める声が多く寄せら
れた。まどかぴあにおける障がい者アート作品
等の常設展示や販売情報の提供については、基
本的には芸術文化振興プランの方向性と合致す
る。実現に当たっては、運営方法等について検討
していきたい。
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「水しぶきをあげて走る馬」梅野雄佑 画
― みんなのチャレンジアート展より ―

親子方式の給食のイメージ

議場にて1月20日に開催された臨時会終了後に、地震が発生したことを想定し、
避難訓練を行いました。
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12月19日  ハンズマン駐車場

11月1日土曜日、まどかフェスティバルに合わせて、市議会では議場見学会を開催しました。当日は
12時から14時までという短い時間にもかかわらず、129名という多くの市民の方に来ていただきました。
議長席などに座っての写真撮影や中学生模擬議会の動画などを視聴していただきました。

●親が気軽に話せて悩みを共有できる場や、情報提供、学びの機会を
　作ってほしい。
●困っている保護者のために、行政でも会の広報をしてほしい
　(学校でのチラシ配布等)。
●子ども達が学校で安心して過ごせるよう、最大限の配慮がほしい
　(中学校での指導の工夫や、校内に教室以外の居場所を増やす等)。

●手話についてもっと知ってほしい。
●市民が手話に触れる機会を増やしてほしい・必要な情報は文字で
　表示してほしい。
●災害が発生しても、(アナウンスが)音声だけでは気づくのが遅れる。
●1人暮らしや高齢になった時に集まる場があると安心。

12月19日  西鉄下大利駅

親が気軽に話せて悩みを共有できる場や、情報提供、学びの機会を親が気軽に話せて悩みを共有できる場や、情報提供、学びの機会を
　作ってほしい。

おやのかいMIRAI

手話についてもっと知ってほしい。手話についてもっと知ってほしい。
市民が手話に触れる機会を増やしてほしい・必要な情報は文字で

大野城手話の会

11月８日に議会報告会を開催し、

２つの団体に参加していただき、意見交換を行いました。
「おやのかいMIRAI」と「大野城手話の会」の

議 場 見 学 会

子どもの発達や不登校など、子育てに悩みを
持つ保護者で、情報交換などをしています。

手話に関心のある人が集まり、
手話の学習や聴覚障がい者との交流をしています。

災害時に障がいのある方が意思表示や
コミュニケーションを取るために役立つ
手ぬぐい

「おたすけ手ぬぐい」…

　作ってほしい。　作ってほしい。
●困っている保護者のために、行政でも会の広報をしてほしい困っている保護者のために、行政でも会の広報をしてほしい
　(学校でのチラシ配布等)。　(学校でのチラシ配布等)。
●子ども達が学校で安心して過ごせるよう、最大限の配慮がほしい子ども達が学校で安心して過ごせるよう、最大限の配慮がほしい
　(中学校での指導の工夫や、校内に教室以外の居場所を増やす等)。　(中学校での指導の工夫や、校内に教室以外の居場所を増やす等)。

●親が気軽に話せて悩みを共有できる場や、情報提供、学びの機会を親が気軽に話せて悩みを共有できる場や、情報提供、学びの機会を
　作ってほしい。

おやのかいMIRAI

いただいた
意見

●市民が手話に触れる機会を増やしてほしい・必要な情報は文字で市民が手話に触れる機会を増やしてほしい・必要な情報は文字で
　表示してほしい。　表示してほしい。
●災害が発生しても、(アナウンスが)音声だけでは気づくのが遅れる。災害が発生しても、(アナウンスが)音声だけでは気づくのが遅れる。
●1人暮らしや高齢になった時に集まる場があると安心。1人暮らしや高齢になった時に集まる場があると安心。

●手話についてもっと知ってほしい。手話についてもっと知ってほしい。
●市民が手話に触れる機会を増やしてほしい・必要な情報は文字で

大野城手話の会

いただいた
意見

飲酒運転は、
しない！ させない！ 許さない！

飲酒運転撲滅！

大野城市は、飲酒運転撲滅都市を宣言しており、
市議会も飲酒運転撲滅街頭啓発キャンペーンに毎年参加しています。
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12月19日  ハンズマン駐車場

11月1日土曜日、まどかフェスティバルに合わせて、市議会では議場見学会を開催しました。当日は
12時から14時までという短い時間にもかかわらず、129名という多くの市民の方に来ていただきました。
議長席などに座っての写真撮影や中学生模擬議会の動画などを視聴していただきました。

●親が気軽に話せて悩みを共有できる場や、情報提供、学びの機会を
　作ってほしい。
●困っている保護者のために、行政でも会の広報をしてほしい
　(学校でのチラシ配布等)。
●子ども達が学校で安心して過ごせるよう、最大限の配慮がほしい
　(中学校での指導の工夫や、校内に教室以外の居場所を増やす等)。

●手話についてもっと知ってほしい。
●市民が手話に触れる機会を増やしてほしい・必要な情報は文字で
　表示してほしい。
●災害が発生しても、(アナウンスが)音声だけでは気づくのが遅れる。
●1人暮らしや高齢になった時に集まる場があると安心。

12月19日  西鉄下大利駅

おやのかいMIRAI

大野城手話の会

11月８日に議会報告会を開催し、

２つの団体に参加していただき、意見交換を行いました。
「おやのかいMIRAI」と「大野城手話の会」の

議 場 見 学 会

子どもの発達や不登校など、子育てに悩みを
持つ保護者で、情報交換などをしています。

手話に関心のある人が集まり、
手話の学習や聴覚障がい者との交流をしています。

災害時に障がいのある方が意思表示や
コミュニケーションを取るために役立つ
手ぬぐい

「おたすけ手ぬぐい」…

いただいた
意見

いただいた
意見

飲酒運転は、
しない！ させない！ 許さない！
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飲酒運転撲滅！

大野城市は、飲酒運転撲滅都市を宣言しており、
市議会も飲酒運転撲滅街頭啓発キャンペーンに毎年参加しています。
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（白木原　ミドリさん）

　選挙年齢が18歳以上に引き下げられて今年で丸10年。この間、補選を除く国政選挙は
8回を数えます。福岡県内では昨年の参院選で18、19歳の投票率が前回比で約10ポイント
増えたそうです。各党が交流サイト(SNS)での発信を強めたことが一因との見方もあります。
　選挙は、私たち一人ひとりの声を市政に届ける大切な機会です。子ども達や高齢者の安全、
暮らしの安心、地域のつながりなど、身近な課題は投票によって未来へ反映されます。
住みよいまちであり続けるためには、候補者の考えに耳を傾け、自分の意思で判断すること
が重要です。一票に思いを託す行動が、地域の未来を支える力となります。
まちの未来のために投票へ行きましょう。　　　　　　　　　　　　　　   （中村真一）

○
天
空
や
お
と
が
な
台
へ
お
い
で
ま
せ

○
お
と
が
な
台
へ
の
ぼ
り
く
だ
り
の
一
万
歩

○
坂
の
ま
ち
バ
ス
曲
が
り
来
て
手
を
あ
げ
て

○
膝
は
ど
う
？
　
挨
拶
が
わ
り
の
散
歩
道

○
ク
リ
ス
マ
ス
　
街
の
イ
ル
ミ
に
引
き
込
ま
れ

○
グ
ル
ー
プ
名
　
一
個
も
覚
え
ず
　
年
明
け
る

（
乙
金
台

泉

滿
夫
さ
ん
）

（
大
城

山
田
弓
子
さ
ん
）

○
な
ご
り
雪
美
し
き
乙
金
一
丁
目

○
思
ひ
包
み
て
断
捨
離
外
は
霏
霏
の
雪

○
中
洲
の
灯
川
面
は
静
か
冬
の
川

○
池
の
鴨
視
線
が
合
へ
ば
親
し
か
り

○
子
供
会
餅
つ
き
体
験
杵
重
し

○
河
惜
夜
に
　
心
踊
る
は
　
冬
の
空

○
足
痛
む
　
廻
り
見
渡
し
　
芒
の
穂

○
色
褪
せ
る
　
幼
き
日
々
と
　
舞
う
紅
葉

（
乙
金
台

泉

滿
夫
さ
ん
）

（
牛
頸

西
山
光
教
さ
ん
）

（
つ
つ
じ
ケ
丘

松
野
直
美
さ
ん
）

し
ほ
ん

は
な
め

良
　
き
　
こ

は

お
と
が
な

も
み
じ

広 報 委 員 会

みなさんからいただいた作品をそのまま紹介します。
今回は11月～12月に募集した作品です。

●募集作品
　・俳句　・川柳　・短歌　・写真　・イラスト など
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、
　議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または
　直接窓口へ　〒816－8510 大野城市曙町二丁目２番１号
　　　　　　　　　　　　　℡．580－1938

●注意事項
　・未発表のものに限ります（新カナ、旧カナは問いません。）
　・人物の写真については、掲載の了解を得てください。
　・提出された作品は、返却しません。　
　・ペンネームでも可とします。
　・応募多数の場合は広報委員会で厳選して決定します。あらかじめご了承ください。

作品掲載希望者募集
応募締切
5月15日号
掲載は
3月13日
まで

小・中学生からの応募もお待ちしております

作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品
作
品

紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
紹
介
作
品

紹
介

短
歌
短
歌

川
柳

イ
ラ
ス
ト

俳
句

議会報告
会を開催しました




